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船舶事故調査報告書 

 

                               令和３年９月８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和２年４月１日 ０７時１６分ごろ 

発生場所 京浜港京浜運河第４区 

 川崎東扇島防波堤東灯台から真方位３２７°１.３４海里付近 

 （概位 北緯３５°３０.８′ 東経１３９°４６.１′） 

事故の概要  油タンカーSUNRISE
サ ン ラ イ ズ

 SAMBU
サ ン ブ

は、引船かがやきの先導で南東進中、貨

物船盛
せい

開
かい

丸は北西進中、両船が衝突した。 

 SUNRISE SAMBU は左舷船首部外板の凹損等を、盛開丸は左舷外板の

破口等を生じた。 

事故調査の経過  令和２年４月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

  

 

Ａ 油タンカー SUNRISE SAMBU（大韓民国籍）、２,７４８トン 

９２８８００７（ＩＭＯ番号）、SAMBU SHIPPING CO.LTD 

９１.６０ｍ✕１４.２０ｍ✕７.５０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、２,４２７kＷ、２００４年３月 

Ｂ 貨物船 盛開丸、４９９トン 

１４１０３０、井下海運株式会社 

７１.２９ｍ（Lr）✕１２.２０ｍ✕７.１０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、１,４７１kＷ、平成２１年３月 

Ｃ 引船 かがやき、２６５トン 

１４２６４５、株式会社ダイトーコーポレーション 

３３.４６ｍ✕１０.００ｍ✕４.３９ｍ、鋼 

ディーゼル機関２基、合計３,２３６kＷ、平成２８年２月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（大韓民国籍）４５歳 

海技免状 不詳 

水先人Ａ ７０歳 

東京湾水先区１級水先人水先免状 

免 許 年 月 日 平成２２年３月２６日 

有 効 期 間 満 了 日 令和４年３月２５日 

Ｂ 船長Ｂ ７５歳 
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五級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 昭和４４年３月２０日 

免 状 交 付 年 月 日 平成２８年４月１５日 

免状有効期間満了日 令和３年４月１８日 

Ｃ 船長Ｃ ３３歳 

四級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 平成１９年３月２７日 

免 状 交 付 年 月 日 平成２９年２月２０日 

免状有効期間満了日 令和４年３月２６日 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板に凹損、左錨シャンクに破断 

Ｂ 左舷外板に破口、中甲板配管の曲損、左舷ウィングの曲損等 

Ｃ なし 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 西、風力 ４、視程 約５㎞ 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａほか１２人（大韓民国籍７人、インドネシア共和国

籍１人、ミャンマー連邦共和国籍４人）が乗り組み、水先人Ａを乗

せ、ガソリン２,８６０トンを積載し、令和２年４月１日０６時５０

分ごろ大韓民国蔚山
ウルサン

港に向けて京浜港川崎第１区の岸壁を出航した。 

Ａ船は、船長Ａが操船指揮をとり、三等航海士が見張りの補助等

に、操舵手が手動操舵にそれぞれ就き、水先人Ａの水先により、Ｃ船

が先導して大師運河を約８ノットの速力で南東進した。 

水先人Ａは、船長Ｃから川崎運河を北西進するＢ船との航過舷を問

われ、０７時１３分ごろ、Ｂ船に対して左舷対左舷で航過する旨をＢ

船と交信するよう指示し、船長Ｃを経由してＢ船の了承を確認した上

で、右転した。 

水先人Ａは、いつまでも、Ｂ船がＡ船の左舷方に変針せずに接近す

るので、Ｃ船を経由してＢ船に対し、航過舷の再確認をさせたもの

の、Ｂ船からの応答がなかった。 

水先人Ａは、Ｂ船が変針しないまま接近するなか、前路約５００ｍ

を先導しているはずのＣ船が左舷船首約２００ｍに停船し、Ａ船、Ｂ

船及びＣ船がほぼ一直線であることに気付き、Ｂ船がＣ船を気にして

右転せずに、左転もしくは直進するものと思い、機関を減速して左転

を開始したところ、Ｃ船が航行を再開してＢ船を航過した直後、Ｂ船

が右転を始め、Ａ船は、０７時１６分ごろ、その左舷船首部がＢ船の

左舷中央部に衝突した。 

Ｂ船は、船長Ｂほか４人が乗り組み、鋼材１,５０９トンを積載

し、揚げ荷役の目的で、０７時００分ごろ、京浜港川崎第 1 区の岸壁

に向けて川崎区Ｋ１錨地を抜錨した。 

Ｂ船は、船長Ｂが、船橋で操船中、Ａ船及びＣ船を初認した際、両
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船が大師運河中央より東側を航行しているように見えたので、両船と

右舷対右舷で航過するつもりで、北西進を続けた。 

Ｂ船は、船長Ｂが、Ｃ船経由で水先人Ａから左舷対左舷で航過する

旨の連絡を了承し、右転しながら、約１１ノットの速力で北西進を続

けたものの、右舷船首方から接近するＣ船が大師運河南端中央付近で

停船しているのを認め、右転するのが危険と判断して右転を一時中断

し、Ｃ船がＢ船の右舷側を通過した後に右転を再開したところ、左転

してきたＡ船と衝突した。 

Ａ船は、左舷船首部外板に凹損、左錨シャンクに破断等を、Ｂ船

は、左舷外板に破口、中甲板配管、曲損等を生じた。 

 Ｃ船は、船長Ｃほか４人が乗り組み、Ａ船の出港支援の目的で、０

５時５０分ごろ京浜港横浜区を出航した。 

 船長Ｃは、Ａ船船首から約５００ｍ前方を先導して大師運河中央を

南東進中、水先人Ａからの指示で、Ｂ船に左舷対左舷で航過する旨の

連絡を行った後も、大師運河中央を航行し続けた。 

 Ｃ船は、大師運河南端に至り、衝突の２分前から１分前までの間、

停船して船長Ｃが大師運河と京浜運河の交差部の状況を確認していた

ところ、Ｂ船の右舷船首約２０°約１２０ｍ付近まで接近したのち、

航行を再開した。 

衝突後、水先人Ａ、船長Ｂ及び船長Ｃは、１１８番通報した。 

（付図１ 航行経路図、付図２ 航行経路図（拡大）、付表１ Ａ

船、Ｂ船及びＣ船のＡＩＳ記録（抜粋）、写真１ Ａ船の損傷状況、

写真２ Ｂ船及び損傷状況 参照） 

 その他の事項 水先人Ａは、Ａ船が右転しても、Ｂ船がなかなか右転しないので、

Ｂ船の動静に意識を向けていたが、衝突直前にＡ船の前路を先導して

いるはずのＣ船がＡ船の左舷船首に停船していることに気付いた。 

船長Ｂは、Ｃ船が右転の妨げになると思ったが、Ｃ船に対してＶＨ

Ｆで連絡を取らなかった。 

船長Ｂは、Ｃ船からの再確認のＶＨＦが何を言っているかわからな

かったものの、既に、左舷対左舷の航過を了解していたので、相手船

の意思を再確認しなかった。 

船長Ｃは、水先人Ａの指示でＢ船に対して、航過舷の再確認のた

め、ＶＨＦで連絡を取ったものの、Ｂ船からの応答は無かった。 

船長Ｃは、他船を先導する際、ふだんから、水路中央を航行するこ

ととしており、本事故時も大師運河中央を航行しながらＡ船を先導

し、Ａ船及びＢ船が接近する中、大師運河南端中央付近で交差部の状

況を確認するために一時停船していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 

Ａ あり、Ｂ あり、Ｃ あり 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ なし  
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 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ なし 

 Ａ船は、京浜運河第４区において、Ｂ船と左舷対左舷で航過するこ

とが合意されている状況で、南東進中、水先人Ａが、Ｂ船がＣ船を気

にして右転せずに、左転もしくは直進するものと思い、左転したこと

から、右転を再開したＢ船と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、京浜運河第４区において、Ａ船と左舷対左舷で航過するこ

とが合意されている状況で、北西進中、船長Ｂが、右舷船首方で停船

するＣ船を認め、右転を一時中断してＣ船航過後右転を再開したこと

から、左転中のＡ船と衝突したものと考えられる。 

 Ｃ船は、京浜運河第４区において、Ａ船とＢ船が左舷対左舷で航過

することが合意されている状況で、Ａ船を先導中、大師運河と京浜運

河の交差部に至ったことから、その状況を確認しようと停船したもの

と考えられる。 

原因  本事故は、京浜運河第４区において、Ａ船とＢ船が左舷対左舷で航

過することが合意されている状況で、Ａ船がＣ船に先導されて南東進

中、Ｂ船が北西進中、船長Ｃが交差部の状況を確認しようとＢ船の右

舷船首方で停船し、船長Ｂが右転を一時中断してＣ船航過後右転を再

開し、水先人Ａが、Ｂ船が左転もしくは直進するものと思い、左転し

たため、左転中のＡ船とＢ船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・他船を先導する船舶の船長は、他船と行き会い、横切り等の態勢

になる場合、自船と他船の相対位置を把握し、被先導船と他船の

船長に不安を感じさせたり、操船の支障とならないようにするこ

と。 

・船長及び操船者は、他船を航過する場合、相手船が理解しやすい

よう前広に大幅に船首の向きを変えること。 
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付図１ 航行経路図
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付図２ 航行経路図（拡大） 

 

  
  

Ｂ船 07:13:59 

Ｂ船 07:14:30 

Ｂ船 07:14:59 

Ｂ船 07:15:29 

Ｃ船 07:13:56 

   07:14:33 

 07:14:56 

Ｃ船 07:15:28 

Ａ船 07:14:51 

Ａ船 07:15:31 
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付表１ Ａ船、Ｂ船及びＣ船のＡＩＳ記録（抜粋）  

 

船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置であり、ＧＰＳアンテナの位置情報は、 

Ａ船が、船首から７６ｍ、船尾から１６ｍ、左舷から６ｍ、右舷から８ｍで、 

Ｂ船が、船首から６５ｍ、船尾から９ｍ、左舷から８ｍ、右舷から８ｍで、 

Ｃ船が、船首から１４ｍ、船尾から２４ｍ、左舷から６ｍ、右舷から３ｍであった。

時刻 緯度 経度
対地
速度

対地
針路

船首
方位

緯度 経度
対地
速度

対地
針路

緯度 経度
対地
速度

対地
針路

船首
方位

2020/04/01 07:11:38 35-30-23.8 139-46-48.1 11.3 289.4
2020/04/01 07:12:08 35-31-06.0 139-45-57.7 11.5 159.7 161
2020/04/01 07:12:10 35-31-12.0 139-45-52.3 2.8 150 154
2020/04/01 07:12:13 35-31-05.1 139-45-58.1 11.5 160.4 160
2020/04/01 07:12:16 35-31-04.5 139-45-58.3 11.5 160.1 161
2020/04/01 07:12:19 35-31-11.5 139-45-52.6 3.1 152 155
2020/04/01 07:12:25 35-31-02.9 139-45-59.1 11.6 160 161
2020/04/01 07:12:31 35-31-10.8 139-45-52.9 3.5 153 154
2020/04/01 07:12:34 35-30-27.8 139-46-35.9 11.3 293.4
2020/04/01 07:12:35 35-31-01.0 139-45-59.9 11.5 160.1 160
2020/04/01 07:12:39 35-31-10.2 139-45-53.3 3.9 154 154
2020/04/01 07:12:45 35-30-59.3 139-46-00.7 11.5 159.1 158
2020/04/01 07:12:51 35-31-09.4 139-45-53.8 4.2 154 154
2020/04/01 07:12:54 35-30-57.7 139-46-01.5 11.5 157.8 159
2020/04/01 07:12:59 35-31-08.8 139-45-54.2 4.5 153 155 35-30-29.8 139-46-30.9 11.3 297.4
2020/04/01 07:13:05 35-30-55.7 139-46-02.5 11.5 157.4 158
2020/04/01 07:13:10 35-31-07.9 139-45-54.7 4.8 153 155
2020/04/01 07:13:16 35-30-53.8 139-46-03.5 11.1 157.2 158
2020/04/01 07:13:19 35-31-07.1 139-45-55.2 5.1 154 155
2020/04/01 07:13:25 35-30-52.4 139-46-04.2 10.1 157.5 159
2020/04/01 07:13:30 35-30-32.7 139-46-24.7 11.3 303.3
2020/04/01 07:13:31 35-31-06.1 139-45-55.7 5.4 154 154
2020/04/01 07:13:35 35-30-51.0 139-46-04.8 9.2 158.5 159
2020/04/01 07:13:41 35-31-05.3 139-45-56.3 5.6 154 154
2020/04/01 07:13:46 35-30-49.8 139-46-05.4 7.1 158.3 157
2020/04/01 07:13:51 35-31-04.3 139-45-56.9 5.9 153 155
2020/04/01 07:13:55 35-30-49.3 139-46-05.7 4 156.6 152
2020/04/01 07:13:56 35-30-49.3 139-46-05.7 3.8 156.5 152
2020/04/01 07:13:59 35-31-03.5 139-45-57.4 6.1 153 155 35-30-35.7 139-46-19.2 11.1 303.4 35-30-49.2 139-46-05.7 3 156 152
2020/04/01 07:14:02 35-30-49.1 139-46-05.8 2.3 155.6 152
2020/04/01 07:14:05 35-30-49.1 139-46-05.8 1.3 156.3 153
2020/04/01 07:14:08 35-30-49.1 139-46-05.7 0.9 164 157
2020/04/01 07:14:10 35-31-02.4 139-45-58.1 6.5 153 156
2020/04/01 07:14:13 35-30-49.1 139-46-05.7 0.4 185.7 170
2020/04/01 07:14:16 35-30-49.0 139-46-05.7 0.7 180.4 176
2020/04/01 07:14:19 35-31-01.4 139-45-58.7 6.8 152 158 35-30-48.9 139-46-05.7 1.4 183.8 177
2020/04/01 07:14:21 35-30-48.8 139-46-05.7 1.8 178.9 177
2020/04/01 07:14:25 35-30-48.7 139-46-05.7 2.2 179.1 175
2020/04/01 07:14:28 35-30-48.6 139-46-05.8 2.3 178.1 176
2020/04/01 07:14:30 35-30-38.7 139-46-13.5 10.3 306.2
2020/04/01 07:14:31 35-31-00.2 139-45-59.4 7.3 154 159
2020/04/01 07:14:33 35-30-48.4 139-46-05.8 2 177.6 180
2020/04/01 07:14:35 35-30-48.3 139-46-05.8 1.9 177 181
2020/04/01 07:14:38 35-30-48.2 139-46-05.8 1.8 178.6 180
2020/04/01 07:14:41 35-30-58.9 139-46-00.0 7.6 156 162
2020/04/01 07:14:42 35-30-48.2 139-46-05.8 1.6 178.5 178
2020/04/01 07:14:46 35-30-48.1 139-46-05.8 1.5 178.1 176
2020/04/01 07:14:48 35-30-48.0 139-46-05.8 1.4 176.8 172
2020/04/01 07:14:51 35-30-57.6 139-46-00.7 8 156 164
2020/04/01 07:14:52 35-30-47.9 139-46-05.8 1.4 173.8 163
2020/04/01 07:14:56 35-30-47.7 139-46-05.9 1.9 169.6 161
2020/04/01 07:14:58 35-30-47.6 139-46-05.9 2.5 163.9 163
2020/04/01 07:14:59 35-30-56.3 139-46-01.1 8.3 159 165 35-30-42.0 139-46-09.2 9.2 320.3
2020/04/01 07:15:02 35-30-47.4 139-46-06.0 2.8 164.4 160
2020/04/01 07:15:05 35-30-47.3 139-46-06.1 2.8 162.8 158
2020/04/01 07:15:08 35-30-47.2 139-46-06.1 2.7 163 156
2020/04/01 07:15:10 35-30-54.8 139-46-01.7 8.5 162 164
2020/04/01 07:15:13 35-30-47.0 139-46-06.2 2.4 159.1 149
2020/04/01 07:15:16 35-30-46.8 139-46-06.3 3 154.9 142
2020/04/01 07:15:18 35-30-46.6 139-46-06.5 3.7 150.3 142
2020/04/01 07:15:19 35-30-53.5 139-46-01.9 8.5 165 159
2020/04/01 07:15:21 35-30-46.4 139-46-06.8 5 146.1 147
2020/04/01 07:15:25 35-30-45.9 139-46-07.1 6.6 145.6 155
2020/04/01 07:15:28 35-30-45.5 139-46-07.3 7.1 149.6 180
2020/04/01 07:15:29 35-30-45.5 139-46-06.0 7.9 332.2
2020/04/01 07:15:31 35-30-51.9 139-46-02.6 8.5 162 155
2020/04/01 07:15:32 35-30-45.2 139-46-07.3 6.4 159.6 211
2020/04/01 07:15:35 35-30-45.1 139-46-07.3 5.2 171.3 227
2020/04/01 07:15:37 35-30-51.2 139-46-03.1 8.4 158 155
2020/04/01 07:15:39 35-30-44.9 139-46-07.1 3.5 186.6 259
2020/04/01 07:15:41 35-30-50.7 139-46-03.4 8.3 157 156
2020/04/01 07:15:42 35-30-44.8 139-46-06.9 2.7 206.2 278
2020/04/01 07:15:43 35-30-50.5 139-46-03.6 8.2 156 157
2020/04/01 07:15:46 35-30-44.9 139-46-06.7 2.6 246 303
2020/04/01 07:15:47 35-30-50.0 139-46-04.0 8.1 155 159
2020/04/01 07:15:49 35-30-49.8 139-46-04.1 8.1 154 160
2020/04/01 07:15:50 35-30-45.0 139-46-06.4 3.2 284 328
2020/04/01 07:15:52 35-30-45.2 139-46-06.3 3.7 298.5 340
2020/04/01 07:15:54 35-30-49.4 139-46-04.3 7.8 157 165
2020/04/01 07:15:56 35-30-45.5 139-46-06.1 4.6 324.7 1
2020/04/01 07:15:59 35-30-48.9 139-46-04.9 7.5 148 173 35-30-45.9 139-46-06.0 5.5 340.4 6
2020/04/01 07:16:03 35-30-48.9 139-46-05.4 5.5 11.7

Ｃ船Ｂ船A船
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写真１ Ａ船の損傷状況 

 

左舷船首部外板              左舷外板 

   

 

   写真２ Ｂ船及び損傷状況 

 

 

 

Ａ船 左舷錨 


